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女性であれば気になるがんの１つに乳がんがあります。女性としてはがんにより乳房を失うことは肉体的・精神的に非常につらいことです。今回は女性の敵・乳がんの診断方法から治療法までご案内いたします。
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現在、平成15年度・厚生労働省の人口動態統計によると乳がんでの死亡率は15.2人(人口10万対)です。女性の乳がんの死亡率は胃がんや肺がんより少ないものの、乳がんの推計患者数(平成14年度患者調査)は15万8千人となっており、これは胃がん8万人、大腸がん9万8千人を大きく超えています。女性の人口は6531万5千人ですから、1000人あたり約2.5人の日本人女性が乳がんということになります。近年はこの乳がんの危険因子を持つ人が増えてきています。その危険因子を持つ方としては①初潮の早い方、および閉経の遅い方②初産年齢が高い方③肥満の方、などがあげられます。

多くの方がご存じの通り、乳房のしこりが乳がんの症状ですが、全身に転移しやすいことに注意しなければなりません。特に、骨・肺・肝臓への転移に留意が必要です。

乳がんの予防として気を付けたいことは肥満です。特に閉経後の肥満はあきらかに乳がんのリスクが多いとされています。
自分の体の変化を見て、さわって理解する。それが、乳がん発見の基本です。自治体や勤務先の健康診断のみに頼らずに、自ら日常的に注意していくことで、早期に発見できる可能性が高くなります。
まずは、その発見方法を理解しましょう。①鏡に向かい、両手を挙げたり、おろしたり、腰に手をあてたりして、乳房の様子をよく観察します。②片方の手で反対側の乳房をさわり、しこりがないかを調べ、あわせて腋の下のリンパ節の腫れも調べます。③仰向けに寝て②と同様に乳房をさわって確認をした後に、さらに、乳首をつまんで異常な分泌物がないかを調べます。異常はありませんか?

上記の方法で、異常を感じたときは、病院の乳腺外科へ行きます。ここでは、担当の医師が①見て触り、異常を調べます。さらに、疑わしいときは②超音波エコーによる検査やマンモグラフィーという乳房専用のX線撮影を行います。③最終判定は乳房のしこりに対して注射針を刺して、細胞を採取します(穿刺吸引細胞診)。この採取された細胞を顕微鏡で調べて、乳がんが確定されます。


基本的に乳がんの治療は外科手術となります。かつては、がんのある乳房全体を切り取る手術が主流でした。現在では、がんの直径が3cm程度であれば、希望により、がんのしこりおよびその周囲、リンパ節の切除を行う、「乳房温存療法」が行われます。ただし、目に見えない微細ながん細胞が残っているケースがありますので、放射線治療が併用されます。

もし、がんが進行し、複数のしこりがあったり、大きい場合は乳房切除術という、乳房全体を切除する方法を行います。

また、乳がん細胞をくまなく死滅させるために、一般的に全身療法として、ホルモン感受性のがん細胞の場合ホルモン剤を利用した療法や他の抗がん剤を使用して、化学療法が行われます。

治療費は医療保険により患者本人は３割負担で済みますが、例えば、手術費で26-27万円程度、５日間の入院の場合、手術費のほか入院費などで合計50-60万円程度の費用がかかります。

三井住友海上では、ViV終身等のご契約者向けに「健康Ｖサービス」にて、乳房温存手術対応の医療機関情報をご提供しています。
《皆様の安心と安全のブレイントラスト（専門顧問グループ）》
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早期のがんは乳房温存療法により、がんだけの切除も可能!








がん発見は自己検診から








日本人女性を襲う乳がんの実態は?





女性の敵・乳がんを理解して、体を守る! 
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あれっ! 疑わしい時は乳腺外科へ











